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2

経営学研究科　修士課程
経営学専攻　一般　二次　英語 経営学専攻　一般　二次　論文

入 試 年 度 令和 8（2026）年度入学試験 
研 究 科 ・ 専 攻 名 経営学研究科 経営学専攻【修士課程/博士前期課程・博士後期課程・博士課程】 
試 験 区 分 一般 一次 
試 験 科 目 名 英語 
出 題 の 意 図 ・研究科の人材養成目的を理解し、外国語（英語）に関する志望研究分野の修学に係る能力・

技能を身につけているか否かを、本試験科目を通じて確認する。 
(解答例) 

問１．次の英文を和訳せよ。 

解答例： 

 株式会社は、驚異的な社会的発明である。何百万もの個人が、関係者の権利を規定する複雑な契約関係に基づき、数十億ド

ル、フラン、ペソといった個人資産を自発的に経営者に託している。法人形態の利用の増加と既存の会社の時価総額の上昇は、

法人形態に内在するエージェンシーコストにもかかわらず、少なくとも現在まで、債権者と投資家が概ねその結果に失望して

いないことを示している。 

 エージェンシーコストは、他のあらゆるコストと同様に現実のものである。エージェンシーコストの水準は、とりわけ制定

法、判例法、そして契約を考案する際の人間の創意工夫などに左右される。現代の株式会社に関連する法律と契約の高度化は、

いずれも、個人がエージェンシーコストを最小限に抑えようとする強いインセンティブを有していた歴史的過程の産物であ

る。さらに、他の組織形態も利用可能であり、新しい組織形態を発明する機会もあった。欠点が何であれ、これまでのところ、

会社は潜在的な代替的な組織との市場による選別を乗り越えてきた。 

 

問１．次の英文を和訳せよ。 

解答例： 

ディスラプション（破壊）には時間がかかるという事実は、既存企業がディスラプター（破壊者）を見落としがちな理由を説

明するのに役立つ。例えば、Netflix が 1997 年にサービスを開始したとき、その最初のサービスは、映画(通常は新作)を借り

ていたブロックバスターのほとんどの顧客にとって魅力的ではなかった。Netflix はオンラインのみのインターフェースを持

ち、映画の在庫も豊富だったが、郵便で配達されるため、申し込んだ作品が到着するまでに数日かかった。このサービスは、

新作に関心のない映画ファン、DVD プレーヤーの愛好者、オンラインショッピングの利用者など、一部の顧客層にしかアピ

ールすることができなかった。 

 しかし、新しいテクノロジーにより Netflix がインターネット上でのストリーミングビデオに移行できるようになると、同

社は最終的にブロックバスターのコア顧客にとって魅力的なものとなり、見放題、オンデマンド、低価格、高品質、非常に便

利なアプローチで幅広いコンテンツを提供するようになった。そして、それは古典的な破壊的な道をたどってそこにたどり着

いたのである。もしNetflix が(Uber のように)より大きな競争相手の中核市場をターゲットにしたサービスを開始することか

ら始めていたら、ブロックバスターの対応はおそらく精力的で成功した反撃となったであろう。しかし、Netflix が歩んでき

た軌跡に効果的に対応できなかったため、ブロックバスターは凋落したのである。・・・・・・・・・・・・・・。 

 

 

以上 

 

問 2．企業がデジタル技術を活用して新たな価値を創出することをDX（デジタルトランスフォーメーション）と言います。企業

が DX を推進する目的と重要性について企業経営の視点から述べなさい。また，DX を推進するうえで想定される課題について

説明しなさい。 

解答例： 

企業がDXを推進する目的は、最新の IT・デジタル技術を活用して、企業経営のあり方やビジネスモデル、組
織文化を変革し、競争優位性を確立することにある。DX は経営学の各分野にまたがる総合的なテーマであるた
め、その重要性について様々な視点から述べる。 
データ利活用や顧客体験といったデジタル時代の競争優位性の確立が考えられる。例えば、サブスクリプショ

ン型サービスや顧客履歴データに基づく個別サービスの提供により新たな収益構造を構築するとともに、顧客満
足度やロイヤリティの向上が可能となる。 
 経営データをリアルタイムで収集・分析することで市場のトレンドや顧客の動向が随時把握でき、より正確で
迅速な意思決定につながる。 
生産プロセス、サプライチェーン、管理業務などのオペレーションを自動化・効率化しコスト削減と生産性の

向上に貢献する。 
 人事管理では、リモートワークやフレックスタイム制など多様な働き方を提供するとともに、災害やパンデミ
ック時の経営リスクを低減する。また、データに基づいた最適な人材配置や育成計画を策定し、組織全体のパフ
ォーマンスを最大化できる。 
ＤＸを推進する上での課題としては、DX を推進する社内人材の不足、既存の業務プロセスや組織文化を変更

することへの抵抗とトップマネージメントのリーダーシップの不足、DX に要する多額投資への経営判断の遅れ
などがあげられる。 

 

２．会計学・ファイナンスコース 

 

問１．企業会計における利益とキャッシュフローを比較し、それぞれの意義と有用性について説明しなさい。 

（出題の意図） 

企業会計における利益とキャッシュフローの概念について、それぞれの特徴と機能を整理して理解しているか、本問を通じ

て確認する。 

（解答例：解説） 

本問について要点を解説すると、次のとおりである。①利益は適正な期間損益を求めることにより、経営成績（業績）を測

定する概念であること、②キャッシュフローは資金収支を求めることにより（現金）収支差額を測定する概念であること、以

上のように利益とキャッシュフローの基礎概念について説明されていることが求められる。 

さらに、①では発生主義について論じられていることが必要である。発生主義は、現金の入出金を伴わないが、費用計上す

る項目があるため②の現金収支とは異なることを説明していることが求められる。いわゆる、「勘定合って銭足らず」や「黒

字倒産」について説明されていると良い。 

会計情報の有用性の観点から、①の利益は「オピニオン（意見）」を表し、②のキャッシュは「ファクト（事実）」を表すこと

を記載していること、利益は経済価値計算の観点で情報として「リッチ（豊富）」であること等、企業会計における利益とキ

ャッシュフローの概念について、それぞれの意義と有用性について一定の論証と説明があることが求められる。 

 

問２．中期経営計画に関する以下の問いに答えなさい。 

（１）戦略の遂行において，中期経営計画の果たす役割について説明しなさい。 

解答例： 

経営者が立てる戦略を具体化して，ミドルマネジャー以下の社員と共有する。目標を明確化する。 

入 試 年 度 令和 8（2026）年度入学試験 
研 究 科 ・ 専 攻 名 経営学研究科 経営学専攻【修士課程/博士前期課程・博士後期課程・博士課程】 
試 験 区 分 一般 一次 
試 験 科 目 名 論文（会計・ファイナンスコース） 
出 題 の 意 図 研究科人材養成目的を理解し、志望研究分野の修学に係る能力・技能を身につけているか、本

試験科目を通じて確認する。 
(解答例) 

１．経営学・ものづくりシステムコース 

問１．会員向けのポイントサービスは、マーケティング施策においてどのような仕組みで、何を目的に行われている

か。ポイントビジネスモデルの形態別にそれぞれの特徴を説明しなさい。 
 

解答例： 

ポイントサービスの普及と浸透 

・ポイントサービスとは、購入金額や来店回数などの基準によって会員にポイントを与え 

 貯まったポイントを現金と同様に使える仕組み 

・消費者の購買意欲の促進または消費者データの収集・分析・活用に用いられる 

・消費者にとってポイントは「おまけ」であり、クーポンの「割引」にない「貯蓄」の 

 楽しみがある〜購入時の「値引き」より「ポイント集め」を好む消費者がいる 

・物価高が続く中で節約志向を背景に、ポイントを貯め、有効に使うポイ活がブームに 

・会員確保のために運営主体は、ポイント還元率アップの競争とユーザーの利便性を強調 

・ポイントの貯め方は散歩、広告や動画の視聴、睡眠、納税など多様化し拡大 

 

ポイントサービスの形態と目的 

・ポイントが自社のみに限定される「独立型」と異業種他社と連携する「共通型」がある 

・独立型の始まりは個人商店のスタンプカード〜利用還元による顧客の維持・関係強化 

・同一チェーンでも店ごとに異なるカードを一元化〜レンタルサービス大手のTSUTAYA 

・共通型は異業種と連携し、データ収集・分析に基づくマーケティング施策を可能にする 

・ポイント共通化により貯めやすく使いやすく〜幅広く多様で詳細なデータの収集と活用 

 

ポイントサービス運営主体別の特徴と統合化の動き 

・運営主体は金融系、流通系、ケータイキャリア系、交通（航空）系、エンタメ系など 

・もともとは自社内に限られた顧客囲い込みの戦略として始まる 

 〜ポイントをユーザーに還元し、購買意欲と継続利用を促す 

・やがて異業種との提携・協業でポイント経済圏の拡大、ビッグデータの管理・運用にシフト 

・強みを生かしながら弱みを補う統合の時代→共通ポイント化 

・共通ポイントは、ビッグデータの収集・分析のため、主にケータイキャリアに強み 

 〜ユーザーは、かさばるカードではなくケータイアプリで決済、ポイント管理ができる 

 〜ユーザーの新規獲得と囲い込みのためにポイント◯倍キャンペーンや紐付けポイント 

 〜ネット通販、ガソリンスタンド、リアルの小売店や飲食店など異業種との連携・協業 

 〜年代・性別・居住地・趣味などによる購買分析、新しい商品開発・サービス展開に応用 

 

 

 

（２）中期経営計画において利益目標だけでなく，投下資本利益率や ROE，キャッシュフロー，また非財務指標を目標に加える

など，目標が多様化している。その理由を説明しなさい。 

解答のポイント： 

利益や売上高の絶対額による規模拡大だけでなく，市場が成熟する中で投下資本あたりの利益で効率性が評価されるようにな

っている。また株主の視点から見た収益性が日本企業は他のグローバル企業と比べて低いことが指摘され，経産省の伊藤レポ

ートで，日本企業は ROE8％以上を目指すべきと主張されたことが影響していると考えられる。これらに加えて，利益の額は

必ずしもキャッシュフローの増加と一致しないことがあることから，利益の裏付けとしてキャッシュフローの増加を目標とし

て設定する企業がある。また，社会的要請に応えるために，CO2 削減などの非財務指標を中期目標に加える企業も見られる。 

 

（３）中期経営計画を計画期間中に変更する会社が見られる。その是非を論じなさい。 

解答のポイント： 

中期経営計画の目標を達成する可能性が低いことが判明したり，目標を大幅に超えた実績になることが予想される場合，企業

は当初設定した目標期間内で目標を変更したり，ローリング方式による新たな 3年や５年間の目標を設定することがある。中

期経営計画は予算として資源配分の方向性を示す役割を持つと同時に，期末には業績評価の基準としても機能する。中期計画

に含まれる目標が実態と大きく乖離するとこれらの役割を果たすことができないため，計画を変更すると考えられる。しか

し，頻繁に変更すると，当初の計画や目標がいずれ変更されるものと社員に理解されてしまう可能性があり，社員の行動を導

く役割を失ってしまう可能性もある。 

 

問３．銀行が順守すべき BIS（バーゼル）規制について，以下の設問すべてに答えなさい。 

（１）最初に導入されたバーゼルⅠにおけるリスクアセット・レシオの基本構造について，①リスク・アセット，②自己資本（Tier1，

Tier２，控除項目）の計算方法を重点として，説明しなさい。 

（２）バーゼルⅠからバーゼルⅡへの主要な改正ポイントと，リーマンショック（2008 年）に始まる世界金融危機によって明ら

かになったバーゼルⅡの問題点について説明しなさい。 

（３）バーゼルⅢの主な改正点について説明しなさい。 

解答例：評価ポイントは以下に示すとおりである。 

（１）リスクアセット・レシオが，リスクアセットに対する自己資本の比率（％）であることを述べたうえで，①リスクアセ

ットが資産項目毎のリスクウェイトによる加重平均であること，②自己資本のうち Tier1，Tier２，控除項目の各定義，とく

に Tier2 の上限が Tier1 であることが説明できていること。 

（２）①改正ポイント；バーゼルⅡにおける標準的手法，内部格付け手法（基礎的アプローチ，先進的アプローチ）の違い，

オペレーショナル・リスクについて説明できていること，②明らかになった問題点；損失吸収力の不足，プロシクリカリティ

（景気変動の増幅効果），リスク管理の不備（テールリスクの顕現など）について説明できていること。 

（３）①損失吸収力の向上；TierⅠおよび Core TierⅠの基準厳格化，②資本保全バッファー；TierⅠにおける従来基準以上の

上乗せ，③カウンター・シクリカルな資本保全バッファー；好況時における TierⅠのさらなる上乗せ，について説明できてい

ること。 

＊（１）～（３）の各設問について，1か所でも規制の基準となる具体的数値が示されていない（言葉だけの説明），あるいは

誤った数値が示されている場合，評価点を２割減じるものとする。 

 

 

 

以上 
 

入 試 年 度 令和 8（2026）年度入学試験 
研 究 科 ・ 専 攻 名 経営学研究科 経営学専攻【修士課程/博士前期課程・博士後期課程・博士課程】 
試 験 区 分 一般 一次 
試 験 科 目 名 英語 
出 題 の 意 図 ・研究科の人材養成目的を理解し、外国語（英語）に関する志望研究分野の修学に係る能力・

技能を身につけているか否かを、本試験科目を通じて確認する。 
(解答例) 

問１．次の英文を和訳せよ。 

解答例： 

 株式会社は、驚異的な社会的発明である。何百万もの個人が、関係者の権利を規定する複雑な契約関係に基づき、数十億ド

ル、フラン、ペソといった個人資産を自発的に経営者に託している。法人形態の利用の増加と既存の会社の時価総額の上昇は、

法人形態に内在するエージェンシーコストにもかかわらず、少なくとも現在まで、債権者と投資家が概ねその結果に失望して

いないことを示している。 

 エージェンシーコストは、他のあらゆるコストと同様に現実のものである。エージェンシーコストの水準は、とりわけ制定

法、判例法、そして契約を考案する際の人間の創意工夫などに左右される。現代の株式会社に関連する法律と契約の高度化は、

いずれも、個人がエージェンシーコストを最小限に抑えようとする強いインセンティブを有していた歴史的過程の産物であ

る。さらに、他の組織形態も利用可能であり、新しい組織形態を発明する機会もあった。欠点が何であれ、これまでのところ、

会社は潜在的な代替的な組織との市場による選別を乗り越えてきた。 

 

問１．次の英文を和訳せよ。 

解答例： 

ディスラプション（破壊）には時間がかかるという事実は、既存企業がディスラプター（破壊者）を見落としがちな理由を説

明するのに役立つ。例えば、Netflix が 1997 年にサービスを開始したとき、その最初のサービスは、映画(通常は新作)を借り

ていたブロックバスターのほとんどの顧客にとって魅力的ではなかった。Netflix はオンラインのみのインターフェースを持

ち、映画の在庫も豊富だったが、郵便で配達されるため、申し込んだ作品が到着するまでに数日かかった。このサービスは、

新作に関心のない映画ファン、DVD プレーヤーの愛好者、オンラインショッピングの利用者など、一部の顧客層にしかアピ

ールすることができなかった。 

 しかし、新しいテクノロジーにより Netflix がインターネット上でのストリーミングビデオに移行できるようになると、同

社は最終的にブロックバスターのコア顧客にとって魅力的なものとなり、見放題、オンデマンド、低価格、高品質、非常に便

利なアプローチで幅広いコンテンツを提供するようになった。そして、それは古典的な破壊的な道をたどってそこにたどり着

いたのである。もしNetflix が(Uber のように)より大きな競争相手の中核市場をターゲットにしたサービスを開始することか

ら始めていたら、ブロックバスターの対応はおそらく精力的で成功した反撃となったであろう。しかし、Netflix が歩んでき

た軌跡に効果的に対応できなかったため、ブロックバスターは凋落したのである。・・・・・・・・・・・・・・。 

 

 

以上 

 

入 試 年 度 令和 8（2026）年度入学試験 
研 究 科 ・ 専 攻 名 経営学研究科 経営学専攻【修士課程/博士前期課程・博士後期課程・博士課程】 
試 験 区 分 一般 一次 
試 験 科 目 名 英語 
出 題 の 意 図 ・研究科の人材養成目的を理解し、外国語（英語）に関する志望研究分野の修学に係る能力・

技能を身につけているか否かを、本試験科目を通じて確認する。 
(解答例) 

問１．次の英文を和訳せよ。 

解答例： 

 株式会社は、驚異的な社会的発明である。何百万もの個人が、関係者の権利を規定する複雑な契約関係に基づき、数十億ド

ル、フラン、ペソといった個人資産を自発的に経営者に託している。法人形態の利用の増加と既存の会社の時価総額の上昇は、

法人形態に内在するエージェンシーコストにもかかわらず、少なくとも現在まで、債権者と投資家が概ねその結果に失望して

いないことを示している。 

 エージェンシーコストは、他のあらゆるコストと同様に現実のものである。エージェンシーコストの水準は、とりわけ制定

法、判例法、そして契約を考案する際の人間の創意工夫などに左右される。現代の株式会社に関連する法律と契約の高度化は、

いずれも、個人がエージェンシーコストを最小限に抑えようとする強いインセンティブを有していた歴史的過程の産物であ

る。さらに、他の組織形態も利用可能であり、新しい組織形態を発明する機会もあった。欠点が何であれ、これまでのところ、

会社は潜在的な代替的な組織との市場による選別を乗り越えてきた。 

 

問１．次の英文を和訳せよ。 

解答例： 

ディスラプション（破壊）には時間がかかるという事実は、既存企業がディスラプター（破壊者）を見落としがちな理由を説

明するのに役立つ。例えば、Netflix が 1997 年にサービスを開始したとき、その最初のサービスは、映画(通常は新作)を借り

ていたブロックバスターのほとんどの顧客にとって魅力的ではなかった。Netflix はオンラインのみのインターフェースを持

ち、映画の在庫も豊富だったが、郵便で配達されるため、申し込んだ作品が到着するまでに数日かかった。このサービスは、

新作に関心のない映画ファン、DVD プレーヤーの愛好者、オンラインショッピングの利用者など、一部の顧客層にしかアピ

ールすることができなかった。 

 しかし、新しいテクノロジーにより Netflix がインターネット上でのストリーミングビデオに移行できるようになると、同

社は最終的にブロックバスターのコア顧客にとって魅力的なものとなり、見放題、オンデマンド、低価格、高品質、非常に便

利なアプローチで幅広いコンテンツを提供するようになった。そして、それは古典的な破壊的な道をたどってそこにたどり着

いたのである。もしNetflix が(Uber のように)より大きな競争相手の中核市場をターゲットにしたサービスを開始することか

ら始めていたら、ブロックバスターの対応はおそらく精力的で成功した反撃となったであろう。しかし、Netflix が歩んでき

た軌跡に効果的に対応できなかったため、ブロックバスターは凋落したのである。・・・・・・・・・・・・・・。 

 

 

以上 

 

 

（２）中期経営計画において利益目標だけでなく，投下資本利益率や ROE，キャッシュフロー，また非財務指標を目標に加える

など，目標が多様化している。その理由を説明しなさい。 

解答のポイント： 

利益や売上高の絶対額による規模拡大だけでなく，市場が成熟する中で投下資本あたりの利益で効率性が評価されるようにな

っている。また株主の視点から見た収益性が日本企業は他のグローバル企業と比べて低いことが指摘され，経産省の伊藤レポ

ートで，日本企業は ROE8％以上を目指すべきと主張されたことが影響していると考えられる。これらに加えて，利益の額は

必ずしもキャッシュフローの増加と一致しないことがあることから，利益の裏付けとしてキャッシュフローの増加を目標とし

て設定する企業がある。また，社会的要請に応えるために，CO2 削減などの非財務指標を中期目標に加える企業も見られる。 

 

（３）中期経営計画を計画期間中に変更する会社が見られる。その是非を論じなさい。 

解答のポイント： 

中期経営計画の目標を達成する可能性が低いことが判明したり，目標を大幅に超えた実績になることが予想される場合，企業

は当初設定した目標期間内で目標を変更したり，ローリング方式による新たな 3年や５年間の目標を設定することがある。中

期経営計画は予算として資源配分の方向性を示す役割を持つと同時に，期末には業績評価の基準としても機能する。中期計画

に含まれる目標が実態と大きく乖離するとこれらの役割を果たすことができないため，計画を変更すると考えられる。しか

し，頻繁に変更すると，当初の計画や目標がいずれ変更されるものと社員に理解されてしまう可能性があり，社員の行動を導

く役割を失ってしまう可能性もある。 

 

問３．銀行が順守すべき BIS（バーゼル）規制について，以下の設問すべてに答えなさい。 

（１）最初に導入されたバーゼルⅠにおけるリスクアセット・レシオの基本構造について，①リスク・アセット，②自己資本（Tier1，

Tier２，控除項目）の計算方法を重点として，説明しなさい。 

（２）バーゼルⅠからバーゼルⅡへの主要な改正ポイントと，リーマンショック（2008 年）に始まる世界金融危機によって明ら

かになったバーゼルⅡの問題点について説明しなさい。 

（３）バーゼルⅢの主な改正点について説明しなさい。 

解答例：評価ポイントは以下に示すとおりである。 

（１）リスクアセット・レシオが，リスクアセットに対する自己資本の比率（％）であることを述べたうえで，①リスクアセ

ットが資産項目毎のリスクウェイトによる加重平均であること，②自己資本のうち Tier1，Tier２，控除項目の各定義，とく

に Tier2 の上限が Tier1 であることが説明できていること。 

（２）①改正ポイント；バーゼルⅡにおける標準的手法，内部格付け手法（基礎的アプローチ，先進的アプローチ）の違い，

オペレーショナル・リスクについて説明できていること，②明らかになった問題点；損失吸収力の不足，プロシクリカリティ

（景気変動の増幅効果），リスク管理の不備（テールリスクの顕現など）について説明できていること。 

（３）①損失吸収力の向上；TierⅠおよび Core TierⅠの基準厳格化，②資本保全バッファー；TierⅠにおける従来基準以上の

上乗せ，③カウンター・シクリカルな資本保全バッファー；好況時における TierⅠのさらなる上乗せ，について説明できてい

ること。 

＊（１）～（３）の各設問について，1か所でも規制の基準となる具体的数値が示されていない（言葉だけの説明），あるいは

誤った数値が示されている場合，評価点を２割減じるものとする。 

 

 

 

以上 
 

 

（２）中期経営計画において利益目標だけでなく，投下資本利益率や ROE，キャッシュフロー，また非財務指標を目標に加える

など，目標が多様化している。その理由を説明しなさい。 

解答のポイント： 

利益や売上高の絶対額による規模拡大だけでなく，市場が成熟する中で投下資本あたりの利益で効率性が評価されるようにな

っている。また株主の視点から見た収益性が日本企業は他のグローバル企業と比べて低いことが指摘され，経産省の伊藤レポ

ートで，日本企業は ROE8％以上を目指すべきと主張されたことが影響していると考えられる。これらに加えて，利益の額は

必ずしもキャッシュフローの増加と一致しないことがあることから，利益の裏付けとしてキャッシュフローの増加を目標とし

て設定する企業がある。また，社会的要請に応えるために，CO2 削減などの非財務指標を中期目標に加える企業も見られる。 

 

（３）中期経営計画を計画期間中に変更する会社が見られる。その是非を論じなさい。 

解答のポイント： 

中期経営計画の目標を達成する可能性が低いことが判明したり，目標を大幅に超えた実績になることが予想される場合，企業

は当初設定した目標期間内で目標を変更したり，ローリング方式による新たな 3年や５年間の目標を設定することがある。中

期経営計画は予算として資源配分の方向性を示す役割を持つと同時に，期末には業績評価の基準としても機能する。中期計画

に含まれる目標が実態と大きく乖離するとこれらの役割を果たすことができないため，計画を変更すると考えられる。しか

し，頻繁に変更すると，当初の計画や目標がいずれ変更されるものと社員に理解されてしまう可能性があり，社員の行動を導

く役割を失ってしまう可能性もある。 

 

問３．銀行が順守すべき BIS（バーゼル）規制について，以下の設問すべてに答えなさい。 

（１）最初に導入されたバーゼルⅠにおけるリスクアセット・レシオの基本構造について，①リスク・アセット，②自己資本（Tier1，

Tier２，控除項目）の計算方法を重点として，説明しなさい。 

（２）バーゼルⅠからバーゼルⅡへの主要な改正ポイントと，リーマンショック（2008 年）に始まる世界金融危機によって明ら

かになったバーゼルⅡの問題点について説明しなさい。 

（３）バーゼルⅢの主な改正点について説明しなさい。 

解答例：評価ポイントは以下に示すとおりである。 

（１）リスクアセット・レシオが，リスクアセットに対する自己資本の比率（％）であることを述べたうえで，①リスクアセ

ットが資産項目毎のリスクウェイトによる加重平均であること，②自己資本のうち Tier1，Tier２，控除項目の各定義，とく

に Tier2 の上限が Tier1 であることが説明できていること。 

（２）①改正ポイント；バーゼルⅡにおける標準的手法，内部格付け手法（基礎的アプローチ，先進的アプローチ）の違い，

オペレーショナル・リスクについて説明できていること，②明らかになった問題点；損失吸収力の不足，プロシクリカリティ

（景気変動の増幅効果），リスク管理の不備（テールリスクの顕現など）について説明できていること。 

（３）①損失吸収力の向上；TierⅠおよび Core TierⅠの基準厳格化，②資本保全バッファー；TierⅠにおける従来基準以上の

上乗せ，③カウンター・シクリカルな資本保全バッファー；好況時における TierⅠのさらなる上乗せ，について説明できてい

ること。 

＊（１）～（３）の各設問について，1か所でも規制の基準となる具体的数値が示されていない（言葉だけの説明），あるいは

誤った数値が示されている場合，評価点を２割減じるものとする。 

 

 

 

以上 
 No.2

No.1

No.3



3

経営学研究科　博士課程
一般　二次　英語 一般　二次　論文

入 試 年 度 令和 8年度（2026）年度入学試験 
研 究 科 ・ 専 攻 名 経営学研究科 【博士後期課程】 
試 験 区 分 一般 
試 験 科 目 名 英語 
出 題 の 意 図 博士後期課程における研究活動では、専門領域のみならず、その隣接領域の英語文献を読む

機会も多くなると予想される。そうした点から、経営学に関連するテーマではあるものの、こ
こでは、経済学寄りの内容が記述された英文の翻訳力を確かめる問題を出題した。 

(解答例) 

問題１．次の英文を日本語に訳しなさい。（本解答例では問題文となる英文の記載は省略） 

解答例（あくまで解答例であり、他の訳例も考えられる。）： 

企業レベルにおける価値創出の源泉 
経済学者や経営戦略の研究者たちは、広範な事業活動を通じて価値を創造する組織能力に影響を与えるいくつかの要因を特
定した。経済理論によれば、企業活動の最適な範囲は、一連の活動を社内で遂行する場合と市場メカニズムを利用する場合の
相対的な取引コストに依存する。取引コストの経済学は、市場の取引コストのために、少品種に特化した独立の企業間の調整
に高いコストがかかる場合、多品種を取り扱う企業が組織形態として効率的な選択であることを示唆している。 
取引コストは複数の原因から生じ得る。それらは、生産プロセスが人的資本スキル、特許技術、あるいは、市場で容易に入

手できないその他の組織的ノウハウのような特殊な資産を必要とする場合に発生するかもしれない。取引コストはまた、情報
やインセンティブの問題といった市場の不完全性からも生じるかもしれない。買い手と売り手が法的強制力のある契約のよう
な標準的メカニズムを通してこれらの問題を解決できないならば、市場メカニズムを通じて取引を処理することはコストがか
かるだろう。 
例えば、情報やインセンティブに重大な問題が存在するとき、公開資本市場は上手く機能しないかもしれず、起業家が投資

家から資金を調達することは困難になる。同様に買い手が、情報不足のために販売される製品の品質を確認できない場合、あ
るいは、法的基盤が未発達なために保証を強制できない場合、起業家が新規市場へ参入しようとしても困難になるだろう。最
後に、雇用主が新しい職位への応募者の質を評価できない場合、組織内の上位の職位を埋めるために外部採用よりも内部昇進
に依存せざるを得なくなる。新興国では、仲介基盤が未発達なため、この手の取引コストに悩まされることが多い。多くの先
進国でさえ、取引コストが高い事例が散見される。例えば、米国以外のほとんどの国では、ベンチャーキャピタル産業が十分
に発展していないために、ハイテク産業で新規事業が資金を獲得するのにコストがかかる。米国でさえ、経済セクターによっ
て取引コストが異なっているかもしれない。例えば、最近まで、電子商取引はインターネット経由で送信されるクレジットカ
ード情報のセキュリティに関する消費者の懸念によって阻害されていた。 
いくつかの理由により、組織内部の取引は市場ベースの取引よりもコストが低いかもしれない。第一に、内部メカニズムを

通じて機密性が保護され、信頼性が保証されるため、組織内の情報伝達コストが削減される。第二に、組織のサブユニット間
の合意を履行するコストの削減において、本社が重要な役割を果たすことができる。第三に、組織のサブユニットは、価値の
ある売買不可能な資産（組織のスキル、システム、プロセスなど）あるいは分割不可能な資産（ブランド名、流通チャネル、
評判など）を共有できる。 
組織内部の取引コストを増加させるような力も存在する。組織のトップマネジメントは、複数の異なる産業にまたがる事業
を管理するために必要な専門的な情報やスキルを欠いているかもしれない。この専門知識の欠如は、範囲の経済が潜在的に存
在するときでさえ、実際にそれが実現する可能性を低下させる。この問題は、分権的組織を構築し、各事業部門を運営する専
門的な管理者たちを採用し、そして、これらの管理者たちに適切なインセンティブを提供することで改善できる。しかしなが
ら、分権化は同時に、サブユニットの管理者間の目標の一致を潜在的に低下させ、範囲の経済の実現を困難にするだろう。 
したがって、複数の事業を営む組織が、単一事業に集中する企業による同等の集合体よりも多くの価値を生み出すか否か
は、状況次第である。 

以上 

入 試 年 度 令和 8（2026）年度入学試験 
研 究 科 ・ 専 攻 名 経済学研究科 経済学専攻【修士課程/博士前期課程・博士後期課程・博士課程】
試 験 区 分 外国人 二次 
試 験 科 目 名 日本語論文 
出 題 の 意 図 研究科の人材養成目的を理解し、志望研究分野の修学に係る能力・技能を身につけてい

るか、本試験科目を通じて確認する。 
(解答例) 

Ⅰ．理論経済・経済史分野 

問１．以下の設問のすべてに答えなさい． 
(1) ある消費者は財1と財2を消費する。この消費者の効用関数は 𝑢𝑢(𝑥𝑥1, 𝑥𝑥2) = 𝑥𝑥1

2𝑥𝑥2
3（𝑥𝑥1は財1の消費量、𝑥𝑥2は財2の

消費量）である。財 1 の価格は2、財2の価格は4、この消費者の所得は20である。このとき、この消費者の最
適消費計画を求めなさい。

(2) ある生産者は 1 種類の財を生産する。この生産者の費用関数は 𝑐𝑐(𝑥𝑥) = 3𝑥𝑥2 + 4𝑥𝑥（𝑥𝑥は生産量）である。財の
価格は22である。このとき、この生産者の最適生産量を求めなさい。

(3) 需要関数が𝑋𝑋𝐷𝐷(𝑝𝑝) = −𝑝𝑝 + 14、供給関数が𝑋𝑋𝑆𝑆(𝑝𝑝) = 𝑝𝑝 − 2である（𝑝𝑝は財の価格）とき、均衡における総余剰を
求めなさい。

(4) 戦略形ゲーム(𝑁𝑁, (𝑆𝑆𝑖𝑖)𝑖𝑖∈𝑁𝑁, (𝑢𝑢𝑖𝑖)𝑖𝑖∈𝑁𝑁)のナッシュ均衡の定義を、数式を用いて、述べなさい。

解答例： 

(1) 

このときの効用最大化問題は， 
max

(𝑥𝑥1,𝑥𝑥2)
𝑥𝑥1

2𝑥𝑥2
3  s. t. 2𝑥𝑥1 + 4𝑥𝑥2 = 20

である．これをラグランジュ乗数法によって解く．𝜆𝜆をラグランジュ乗数とする．ラグランジアンは， 
𝐿𝐿(𝑥𝑥1, 𝑥𝑥2, 𝜆𝜆) = 𝑥𝑥1

2𝑥𝑥2
3 + 𝜆𝜆(−2𝑥𝑥1 − 4𝑥𝑥2 + 20)

である．1 階条件は， 
𝜕𝜕𝜕𝜕(𝑥𝑥1, 𝑥𝑥2, 𝜆𝜆)

𝜕𝜕𝑥𝑥1
= 2𝑥𝑥1𝑥𝑥2

3 − 2𝜆𝜆 = 0 ↔ 2𝑥𝑥1𝑥𝑥2
3 = 2𝜆𝜆

𝜕𝜕𝜕𝜕(𝑥𝑥1, 𝑥𝑥2, 𝜆𝜆)
𝜕𝜕𝑥𝑥2

= 3𝑥𝑥1
2𝑥𝑥2

2 − 4𝜆𝜆 = 0 ↔ 3𝑥𝑥1
2𝑥𝑥2

2 = 4𝜆𝜆
𝜕𝜕𝜕𝜕(𝑥𝑥1, 𝑥𝑥2, 𝜆𝜆)

𝜕𝜕𝜕𝜕 = −2𝑥𝑥1 − 4𝑥𝑥2 + 20 = 0 ↔ 2𝑥𝑥1 + 4𝑥𝑥2 = 20 
である．第 1式と第 2式より， 

2𝑥𝑥1𝑥𝑥2
3

3𝑥𝑥1
2𝑥𝑥2

2 = 2𝜆𝜆
4𝜆𝜆

2𝑥𝑥2
3𝑥𝑥1

= 1
2

𝑥𝑥2 = 3
4 𝑥𝑥1 

となる．これを 1階条件の第 3 式に代入すると， 

2𝑥𝑥1 + 4 ∙ 3
4 𝑥𝑥1 = 20 

5𝑥𝑥1 = 20 
𝑥𝑥1 = 4 

となる．これを𝑥𝑥2 = 3
4 𝑥𝑥1に代入すると， 

𝑥𝑥2 = 3
4 ∙ 4 = 3
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問１ 財務会計の機能 

 財務会計の機能として、主として、以下の２つがある。 

（１）利害調整機能 

 企業は、株主に代表される資金の提供者と経営者の間に、資金の委託・受託の関係が存在する。この関係から、受託者である

経営者は、委託者である株主等に、受託した資金の管理・運用の結果を報告する責任が生じる。これを会計責任という。 

この委託者・受託者の間には、利益の分配など、利害の対立が存在する。財務会計によって適正に期間損益が計算され、報告

された利益情報に基づいて、両者の利害を調整する事が期待される。これが利害調整機能である。また、委託・受託の関係は一

種の契約関係であることから、財務会計によって提供される情報に基づいて、両者の関係を継続するか否かという契約に関する

判断が行われるため、契約支援機能という場合もある。 

（２）情報提供機能 

 企業と企業外部の利害関係者の間には、情報の非対称性ないし情報格差が存在する。情報の非対称性の存在は、逆選抜によっ

て市場が成立しない、市場の効率性が低下し価格形成機能が適切に機能しない、といった問題を引き起こす。 

 資本市場を前提とすると、企業の経営者と投資家の間に情報の非対称性が存在することにある。そのた、資本市場で取引が円

滑に行われるためには、この情報の非対称性を解消することが必要である。財務会計によって提供される情報は、情報の非対称

性を解消し、投資家の経済的意思決定に資する。これを情報提供機能、あるいは意思決定支援機能という。 

 

問２ 利益観 

 利益観とは、継続企業を前提とした会計計算構造上の利益の本質に関する解釈であり、連係利益観と非連係利益観に大別され、

前者には資産負債利益観と収益費用利益観がある。 

連係利益観とは、損益計算書で算定される利益と貸借対照表で算定される利益が一致しなければならないとする考え方であ

る。収益費用利益観では、収益・費用概念を中心に会計計算構造を理論構成し、フロー概念である収益と費用の差額が利益とさ

れ、当期の損益計算に含まれなかった費用等が資産として貸借対照表に計上される。それに対して、資産負債利益観では、資産・

負債概念を中心に会計計算構造を理論構成し、ストック概念の資産・負債の差額である純資産の一会計期間中の変動額を利益と

する。 

非連係利益観とは、損益計算書で算定される利益と貸借対照表で算定される利益が一致することを要求せず、損益計算書の作

成を支配する利益計算構造と貸借対照表の作成を支配する測定構造のそれぞれの基礎にある思考に基づいて利益を計算すれば

よいとする考え方である。 

 

(＊)利益観に代えて、アプローチ、中心観でも可。 

 

 

以上 
 

となる．したがって，最適消費計画は(4,3)である． 
(2) 

このときの利潤最大化問題は， 
max
𝑥𝑥

22𝑥𝑥 − (3𝑥𝑥2 + 4𝑥𝑥) 
である．最大化の 1 階条件は， 

𝑑𝑑(22𝑥𝑥 − 3𝑥𝑥2 − 4𝑥𝑥)
𝑑𝑑𝑑𝑑 = 22 − 6𝑥𝑥 − 4 = 0 

6𝑥𝑥 = 18 
𝑥𝑥 = 3 

である．したがって，最適生産量は3である． 
(3) 

均衡では需給が一致するので， 
−𝑝𝑝 + 14 = 𝑝𝑝 − 2
−2𝑝𝑝 = −16
𝑝𝑝 = 8

となる．したがって，均衡価格は8である．これを需要関数に代入して，均衡取引量が−8 + 14 = 6と求めら
れる．均衡での総余剰は，需要曲線の切片と供給曲線の切片の差14 − 2 = 12を底辺の長さ，均衡取引量6を
高さとする 3角形の面積となる．したがって，均衡での総余剰は，12⋅6

2 = 36となる． 
(4) 

ナッシュ均衡とは，以下を満たす𝑠𝑠∗ ∈ ∏ 𝑆𝑆𝑖𝑖𝑖𝑖∈𝑁𝑁 のことを言う．
(∀𝑖𝑖 ∈ 𝑁𝑁)(∀𝑠𝑠𝑖𝑖 ∈ 𝑆𝑆𝑖𝑖)𝑢𝑢𝑖𝑖(𝑠𝑠∗) ≥ 𝑢𝑢𝑖𝑖(𝑠𝑠𝑖𝑖, 𝑠𝑠−𝑖𝑖∗ )．

ここで，(𝑠𝑠𝑖𝑖, 𝑠𝑠−𝑖𝑖∗ ) ∈ ∏ 𝑆𝑆𝑖𝑖𝑖𝑖∈𝑁𝑁 は，プレイヤー𝑖𝑖は𝑠𝑠𝑖𝑖を，任意のプレイヤー𝑗𝑗 ∈ 𝑁𝑁 ∖ {𝑖𝑖}は𝑠𝑠𝑗𝑗∗を採る戦略の組である． 

問２． 
以下の２つのうち、いずれかを選んで答えなさい。 

(1) 資本主義発展に伴い、利潤率が低下する現象に関して、そのメカニズムを理論的に説明しなさい。

その際、資本の有機的構成の高度化という用語を用いなさい。

(2) フォード主義的蓄積体制とよばれるものについて説明し、現代資本主義の構造に与えたインパクトを論じなさい。

解答例： 

(1)資本主義発展に伴い、利潤率が低下する現象について、説明してください。その際、資本の有機的構成の高度化という用語

を用いてください。 

利潤とは販売価格から費用価格を引いたいわゆるもうけであり、利潤率とは投下資本に対する利潤の比率である。18 世紀か

ら 19 世紀にかけて、利潤率が次第に低下する現象が生じ、アダム・スミスやデヴィッド・リカードら古典派経済学派はこの

現象の説明を試みた。中でもカール・マルクスは、利潤率の低下が資本主義生産に伴う資本蓄積により不可避的に生じると理

解した。マルクスは、このメカニズムを利潤率の傾向的低下の法則と呼び、以下のように説明した。資本は、素材面から技術

的構成、価値の面から価値構成として見ることができ、両者を合わせて資本の有機的構成と呼ぶ。資本の技術的構成と価値構

成は密接に関わりながらそのあり方を変化させるが、資本主義の発展に伴い資本蓄積が進むと、資本の技術的構成においては

生産手段の分量が増大し、資本の価値構成においては生産手段に投下される不変資本の割合が増大する。同時に、技術的構成

においては労働量、価値構成においては可変資本の割合が減少することとなる。このように資本蓄積に伴って、資本の技術的

構成と価値構成が変化することを資本の有機的構成の高度化という。利潤の源泉は商品生産において生産される剰余価値であ

る。利潤率は剰余価値率の増大によって増加し得るが、搾取の度合いを強化せず、剰余価値率が一定であれば、利潤率は上昇
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しない。また、資本の有機的構成が高度化すると、投下総資本における可変資本部分が低下するため、剰余価値率が不変であ

るならば、投下総資本に対する利潤の比率は低下する。すなわち、資本主義的生産が発展し、資本蓄積が進んで、生産力が上

昇すればするほど、投下総資本の中での可変資本部分が減少し、投下総資本に対する剰余価値生産の比率が減少することにな

る。そのため、資本の有機的構成が高度化すると利潤率が低下するとマルクスは理解した。資本主義においては、資本の有機

的構成の高度化と利潤率の傾向的低下が生じるが、そのような状況のもとで資本家は利潤率を上昇させようとするため、労働

日の延長や労働強化を通じて搾取の度合いを高めるなどして対抗的要因が生じるとされている。 

(2)フォード主義的資本蓄積体制について、説明し、現代資本主義の構造に与えたインパクトを論じなさい。フォード主義的

蓄積体制とは、戦後高度成長期から 1970 年代にかけて各国で実現した資本主義的蓄積体制のあり方を指す概念であり、フォ

ード主義的生産システムがもたらす高度な生産力、国内市場の内包的深化・拡大、国家による経済・社会への介入を前提とし

て、資本蓄積が安定的に継続する構造のことを指している。資本主義経済は、資本ー賃労働関係をはじめとして、資本主義的

生産・再生産の維持にとって矛盾や対立をもたらす要素が内包されている。生産と消費の循環は資本蓄積にとって不可欠の存

立条件であるが、資本主義経済は生産と消費のギャップをもたらすため、その穴埋めが必要となる。いつの時代においても両

者を調整するしくみが内在しなければ、資本蓄積は継続せず、資本主義は危機にさらされることとなる。戦後高度成長期から

1970 年代にかけては、低コストの大量生産を可能とするフォード主義的生産システムが普及した。この生産システムは製品

の標準化・均質化、移動組立方式によるライン生産を特徴としている。このシステムでは労働過程における労働者の熟練は解

体され、作業の細分化・単純化が行われる一方、労働者の作業スピードはベルトコンベアーに統制され、労働者は高い緊張に

さらされることとなる。そのため、労働者の反発、怠業、離職を引き起こしたが、低コストでの大量生産が実現する高い利潤

を高賃金や福利厚生によって労働者に還元したため、労使関係の安定と高賃金の体制が実現した。こうした労使関係の安定、

高賃金体制は労働法および社会保障を通じた経済過程への国家介入やケインズ主義的経済政策が不可欠であり、国家介入がこ

うした体制の前提となっていた。また、高賃金体制は資本主義経済がもたらす供給と需要のギャップを是正した。資本主義の

下での技術革新は大量の商品生産を可能とするが、同時に一定の広さと深さを持つ市場なしには再生産は不可能である。フォ

ード主義的生産システムの下で実現した高賃金体制は労働者階級にも相応の消費行動を可能とし、とりわけ国内市場の内包的

深化・拡大をもたらすこととなった。それゆえ、国内市場を販路とした企業活動が可能となり、大量生産と大量消費が連動す

る持続的資本蓄積が実現されたのである。フォード主義的蓄積体制は 1970 年代まで継続したが、その後は危機に陥った。資

本活動のグローバル化や市場の多様化に対応するため、生産の柔軟化や労働の流動化を特徴とするポスト・フォード主義的な

蓄積体制へと移行し、高賃金・安定雇用を前提とした労使関係の変容や、国家による経済介入の後退などをもたらしている。

とはいえ、調整機能をもつ資本主義の原型として、依然としてフォード主義的蓄積体制はモデルとしての価値を有していると

いえよう。 

問 3．「プロト工業化論」について説明しなさい。 

解答例： 

プロト工業化論とは、近代産業社会の起源に関する学説である。近代の工場制による「本格的な工業化に先立つ工業化」と

いった意味で命名され、本格的な工業化＝「産業革命」の起源（「工業化の第 1 局面」）がそこに求められた。 

16 世紀の「大航海時代」以降、ヨーロッパ産の毛織物などは「新大陸」への重要な輸出商品となった。こうした輸出向けの

産業はまず都市工業として発達したが、価格弾力性の低い都市工業では増大する需要に追い付けなくなった。そのため、都市

商人は安価で豊富な労働力を農村に求めた。その結果、農村工業が発達していった。 

こうした農村工業の発達という史実自体は、さほど真新しいものではなかったが、プロト工業化論の特徴ついては、主に以

下の 2 つがある。 

第 1 は、人口や家族形成との関連があげられる。農村工業の進展により、土地財産がなくても夫婦の家内労働によって生計

を立てることができるようになったため、土地の相続から排除されたものや農村下層民の子供も結婚が可能となった。このよ

うに貧しい農民の就業機会が増加することで、平均的な結婚年齢が下がり、出生率が増大することで人口増が起きたとされ

出所：小林照義（2020）『金融政策 第 2 版』中央経済社、90 ページより。 

Ⅲ．現代産業構造分野 
問題６． 

「不変資本の節約」と公害問題の関係を明らかにし、そこからさらに発展させ、環境問題について論じなさい。 

解答例： 
まず、「不変資本の節約」という概念と「公害」の関係、次に環境問題への拡がりをどう展開していくのかが重要
です。 
「不変資本の節約」と言う概念は、マルクスが『資本論』第 3 部 5 章で展開したことで知られています。資本

主義が発展してくると、労働賃金部分である「可変資本」を資本家は絶えず引き下げようとします。自らの利益
を最大化させるからです。このことは、現在の日本経済において「失われた 30 年」と言われるように、労働者の
賃金が上がらず、大企業の内部留保だけが積み上がっている実態を見れば、誰もがわかることです。 
「資本」は「可変資本」と「不変資本」に分けられます。「不変資本」は、機械・建物・原材料・エネルギーな

ど、生産過程で使用される生産手段（工場設備、原材料など）に投下される資本のことを指しています。可変労
働者の労働力（可変資本）と生産手段（不変資本）で生産物が生産され、繰り返し、再生産されていくのが資本
主義的生産です。 
資本家は自己の利益を維持、拡大させるために、不変資本も節約しようとします。工場内での生産過程で、労

働者への安全対策を怠ったりするのが常です。生産拡大のために機械を動かす労働者の安全など考えない状況と
なります。高度成長期でもプレス機の前で働く労働者に安全装置がなく、「指をけがする労働者」をたくさん見ま
した。資本は利益拡大のための投資は行いますが、労働者の安全配慮は二の次です。 
公害問題は、この「不変資本の節約」と密接に結びついています。生産過程で発生した、人体に有毒な廃液、

有毒廃棄ガスなどの廃棄物処理に資本家が配慮するでしょうか、生産過程でも資本増殖にしか関心を持っていな
いのに、廃液を安全に処理する装置など公害防止装置を真っ先に設置するでしょうか。相変わらず資本は、自己
の利益追求を求め、不変資本を節約し、労働者の安全、廃液の垂れ流しなどで、地域自然環境を破壊していきま
す。ここで、不変資本と環境問題との連関の本質を見て取ることができます。 
公害防止、自然環境破壊などは資本にとって関心のないものになっていきます。投資削減の結果、有害物質が

未処理のまま大気中に排出され、公害が発生し、地域自然環境も破壊していきます。このとき、本来資本が負担
すべき「環境対策」への費用は、地域住民に押し付けられ、経済学的には「外部不経済」として現れます。 
私たちの東海地域を見ると、「四日市公害」が有名です。ですから、四日市公害の企業による「不変資本の節約」

を事例としてあげることができます。 

る。 

第 2 の特徴としては、地域間分業があげられる。農村工業の発展に伴う人口増加は、食糧需要の増大をもたらす。穀物の乏

しい農村工業地域においては、穀物をはじめとする生活資料と原料の供給をますます地域外に依存するようになり、肥沃な地

域における商業的農業の発達を刺激することになった。農村地域における農村工業の進展は、このような異なる地域の相互依

存関係を構築していく契機となったといえる。 

Ⅱ．経済政策分野 
問 4．環境税と環境補助金を比較して、それぞれの政策の特徴について説明しなさい。 

解答例： 

環境税も環境補助金も，１単位当たりの税率・補助金額を最適生産量での限界外部費用と等しく設定すれば，短期的には同じ

最適生産量が実現し，資源配分の効率性は同じである。違いは長期の産業構造である。環境税は企業の費用を押し上げ，高汚

染で環境対策の遅れた企業の利潤を圧迫し，退出を促すことで，産業全体を環境低負荷型に誘導する。逆に補助金は企業の費

用・固定費用を引き下げ，高汚染企業でも利潤を確保しやすくし，参入・存続を後押しするため，高汚染型の産業構造を維持・

拡大させるおそれがある。そのため長期的な環境対策としては環境税が望ましく，補助金は技術開発など特定目的の促進に限

定して用いるべきである。 

問 5．コール市場における日銀の金融調整について、基準貸出利率、補完貸付制度（ロンバート型貸出制度）、補完当座預金制度、

上限金利、下限金利、キャップ効果、フロア効果という言葉を用いて説明しなさい。図を用いてもかまいません。 

解答例： 

日本銀行は、コール市場における短期金利の過度な変動を抑えるために、補完貸付制度と補完当座預金制度を組み合わせた

コリドー型の金利誘導を行っている。補完貸付制度とは、金融機関が日本銀行から資金を借り入れる際に適用される金利であ

り、これは市場金利の「上限金利」として機能する。市場金利がこの上限を超えて上昇しようとすると、金融機関は市場で高

い金利を払って資金を調達するよりも、日本銀行から補完貸付を利用した方が有利になる。その結果、市場金利は上限金利を

超えて上昇しにくくなる。この効果は「キャップ効果」と呼ばれる。 

一方、補完当座預金制度は、金融機関が日本銀行に保有する当座預金に付与される金利であり、これは市場金利の「下限金

利」として機能する。市場金利が下限を下回る水準まで低下しようとすると、金融機関は市場で低い金利で資金を運用するよ

りも、日本銀行に預けて下限金利を受け取る方が有利になる。そのため、市場金利は下限金利を下回りにくくなる。この効果

は「フロア効果」と呼ばれる。 

また、これらの金利水準は基準貸出利率と連動しており、日銀の政策金利の基準として位置づけられている。補完貸付制度

が上限金利を、補完当座預金制度が下限金利を形成し、その間に市場金利が収まるように誘導される仕組みがコリドーシステ

ムである。上限と下限の設定により、コール市場の金利は一定の範囲内で安定し、中央銀行は短期金利を効果的にコントロー

ルすることが可能となる。

【図の例】左図が過度の変動ケース、右図が調節したケース。 

19 世紀にマルクスは『資本論』で、「不変資本の節約」が労働者の安全な働き方、工場が排出する有害な廃液
排出（先進国から発展途上国まで、地球的に規模での環境汚染など）で、「人間と自然との物質代謝の攪乱」まで
も明らかにしています。 
最後に、「資本の暴走をいかに規制していくのか」という問いに答えていくことが環境問題の解決につながって

いくことを今後の研究の課題としても受け止められるといいかと思います。 

問題７ 以下の設問のすべてに答えなさい。 

（1）企業内地域間分業の視点からみた分工場経済の問題点について説明しなさい。

（2）フードデザートとはどのようなものか説明しなさい。次に、フードデザート問題が生じる背景や要因を説明しなさい。

解答例： 

(1) 

企業内地域間分業とは、同一企業内あるいは同一企業グループ内での地域間分業であり、製品開発と量産のような機能的分

担、市場分割型の分担、工程間の分担などがある。代表的な例としては、大都市（特に都心部）に立地する本社が全社的な管

理運営を担い、大都市圏内に立地することが多い研究所で研究開発が行われ、大都市圏内や大都市圏周辺にある母工場（主力

工場）が高度な加工・組み立てや資本集約的な工程を担当する。母工場のもとでは地方に立地する分工場が量産工程を担う。 

分工場は、低熟練低賃金であることが多く、投資決定などの事業戦略についての重要な意思決定機能を持たず、地域外にあ

る本社などからのコントロールを受けるなど自立性が弱い。このような性格を持つ分工場が中心となっている経済は分工場経

済と言われ、経済の地域内循環が発展しにくく、内発的な発展可能性に制約があるとされ、地域外からの影響を強く受けると

いう問題がある。 

(2) 

フードデザート（食の砂漠）は、買い物環境の悪化などにより地域住民が健康的な食生活を営むことが困難となった地域のこ

とである。 

高齢者や低所得者などの社会的弱者が集住し、買い物利便性が悪化したり、家族や地域コミュニティの希薄化が進んだりす

ることなどが、フードデザートが生じる背景や要因となる。買い物環境の悪化には、買い物先の減少という食料品アクセスの

悪化のような空間的要因がある。家族や地域コミュニティの希薄化には、少子高齢化の進展や単身世帯の増加、都市住民の多

様化なども影響している。 

（さらに、欧米諸国と日本との違いや、大都市中心部や地方都市、農山漁村などの地域別に発生要因がどのように異なるかな

ども述べることができると良い。） 

以上 

る。 

第 2 の特徴としては、地域間分業があげられる。農村工業の発展に伴う人口増加は、食糧需要の増大をもたらす。穀物の乏

しい農村工業地域においては、穀物をはじめとする生活資料と原料の供給をますます地域外に依存するようになり、肥沃な地

域における商業的農業の発達を刺激することになった。農村地域における農村工業の進展は、このような異なる地域の相互依

存関係を構築していく契機となったといえる。 

Ⅱ．経済政策分野 
問 4．環境税と環境補助金を比較して、それぞれの政策の特徴について説明しなさい。 

解答例： 

環境税も環境補助金も，１単位当たりの税率・補助金額を最適生産量での限界外部費用と等しく設定すれば，短期的には同じ

最適生産量が実現し，資源配分の効率性は同じである。違いは長期の産業構造である。環境税は企業の費用を押し上げ，高汚

染で環境対策の遅れた企業の利潤を圧迫し，退出を促すことで，産業全体を環境低負荷型に誘導する。逆に補助金は企業の費

用・固定費用を引き下げ，高汚染企業でも利潤を確保しやすくし，参入・存続を後押しするため，高汚染型の産業構造を維持・

拡大させるおそれがある。そのため長期的な環境対策としては環境税が望ましく，補助金は技術開発など特定目的の促進に限

定して用いるべきである。 

問 5．コール市場における日銀の金融調整について、基準貸出利率、補完貸付制度（ロンバート型貸出制度）、補完当座預金制度、

上限金利、下限金利、キャップ効果、フロア効果という言葉を用いて説明しなさい。図を用いてもかまいません。 

解答例： 

日本銀行は、コール市場における短期金利の過度な変動を抑えるために、補完貸付制度と補完当座預金制度を組み合わせた

コリドー型の金利誘導を行っている。補完貸付制度とは、金融機関が日本銀行から資金を借り入れる際に適用される金利であ

り、これは市場金利の「上限金利」として機能する。市場金利がこの上限を超えて上昇しようとすると、金融機関は市場で高

い金利を払って資金を調達するよりも、日本銀行から補完貸付を利用した方が有利になる。その結果、市場金利は上限金利を

超えて上昇しにくくなる。この効果は「キャップ効果」と呼ばれる。 

一方、補完当座預金制度は、金融機関が日本銀行に保有する当座預金に付与される金利であり、これは市場金利の「下限金

利」として機能する。市場金利が下限を下回る水準まで低下しようとすると、金融機関は市場で低い金利で資金を運用するよ

りも、日本銀行に預けて下限金利を受け取る方が有利になる。そのため、市場金利は下限金利を下回りにくくなる。この効果

は「フロア効果」と呼ばれる。 

また、これらの金利水準は基準貸出利率と連動しており、日銀の政策金利の基準として位置づけられている。補完貸付制度

が上限金利を、補完当座預金制度が下限金利を形成し、その間に市場金利が収まるように誘導される仕組みがコリドーシステ

ムである。上限と下限の設定により、コール市場の金利は一定の範囲内で安定し、中央銀行は短期金利を効果的にコントロー

ルすることが可能となる。

【図の例】左図が過度の変動ケース、右図が調節したケース。 
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一方、補完当座預金制度は、金融機関が日本銀行に保有する当座預金に付与される金利であり、これは市場金利の「下限金

利」として機能する。市場金利が下限を下回る水準まで低下しようとすると、金融機関は市場で低い金利で資金を運用するよ

りも、日本銀行に預けて下限金利を受け取る方が有利になる。そのため、市場金利は下限金利を下回りにくくなる。この効果

は「フロア効果」と呼ばれる。 

また、これらの金利水準は基準貸出利率と連動しており、日銀の政策金利の基準として位置づけられている。補完貸付制度

が上限金利を、補完当座預金制度が下限金利を形成し、その間に市場金利が収まるように誘導される仕組みがコリドーシステ

ムである。上限と下限の設定により、コール市場の金利は一定の範囲内で安定し、中央銀行は短期金利を効果的にコントロー

ルすることが可能となる。

【図の例】左図が過度の変動ケース、右図が調節したケース。 

19 世紀にマルクスは『資本論』で、「不変資本の節約」が労働者の安全な働き方、工場が排出する有害な廃液
排出（先進国から発展途上国まで、地球的に規模での環境汚染など）で、「人間と自然との物質代謝の攪乱」まで
も明らかにしています。 
最後に、「資本の暴走をいかに規制していくのか」という問いに答えていくことが環境問題の解決につながって

いくことを今後の研究の課題としても受け止められるといいかと思います。 

問題７ 以下の設問のすべてに答えなさい。 

（1）企業内地域間分業の視点からみた分工場経済の問題点について説明しなさい。

（2）フードデザートとはどのようなものか説明しなさい。次に、フードデザート問題が生じる背景や要因を説明しなさい。

解答例： 

(1) 

企業内地域間分業とは、同一企業内あるいは同一企業グループ内での地域間分業であり、製品開発と量産のような機能的分

担、市場分割型の分担、工程間の分担などがある。代表的な例としては、大都市（特に都心部）に立地する本社が全社的な管

理運営を担い、大都市圏内に立地することが多い研究所で研究開発が行われ、大都市圏内や大都市圏周辺にある母工場（主力

工場）が高度な加工・組み立てや資本集約的な工程を担当する。母工場のもとでは地方に立地する分工場が量産工程を担う。 

分工場は、低熟練低賃金であることが多く、投資決定などの事業戦略についての重要な意思決定機能を持たず、地域外にあ

る本社などからのコントロールを受けるなど自立性が弱い。このような性格を持つ分工場が中心となっている経済は分工場経

済と言われ、経済の地域内循環が発展しにくく、内発的な発展可能性に制約があるとされ、地域外からの影響を強く受けると

いう問題がある。 

(2) 

フードデザート（食の砂漠）は、買い物環境の悪化などにより地域住民が健康的な食生活を営むことが困難となった地域のこ

とである。 

高齢者や低所得者などの社会的弱者が集住し、買い物利便性が悪化したり、家族や地域コミュニティの希薄化が進んだりす

ることなどが、フードデザートが生じる背景や要因となる。買い物環境の悪化には、買い物先の減少という食料品アクセスの

悪化のような空間的要因がある。家族や地域コミュニティの希薄化には、少子高齢化の進展や単身世帯の増加、都市住民の多

様化なども影響している。 

（さらに、欧米諸国と日本との違いや、大都市中心部や地方都市、農山漁村などの地域別に発生要因がどのように異なるかな

ども述べることができると良い。） 

以上 
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企業内地域間分業とは、同一企業内あるいは同一企業グループ内での地域間分業であり、製品開発と量産のような機能的分

担、市場分割型の分担、工程間の分担などがある。代表的な例としては、大都市（特に都心部）に立地する本社が全社的な管

理運営を担い、大都市圏内に立地することが多い研究所で研究開発が行われ、大都市圏内や大都市圏周辺にある母工場（主力

工場）が高度な加工・組み立てや資本集約的な工程を担当する。母工場のもとでは地方に立地する分工場が量産工程を担う。 

分工場は、低熟練低賃金であることが多く、投資決定などの事業戦略についての重要な意思決定機能を持たず、地域外にあ

る本社などからのコントロールを受けるなど自立性が弱い。このような性格を持つ分工場が中心となっている経済は分工場経

済と言われ、経済の地域内循環が発展しにくく、内発的な発展可能性に制約があるとされ、地域外からの影響を強く受けると

いう問題がある。 

(2) 

フードデザート（食の砂漠）は、買い物環境の悪化などにより地域住民が健康的な食生活を営むことが困難となった地域のこ

とである。 

高齢者や低所得者などの社会的弱者が集住し、買い物利便性が悪化したり、家族や地域コミュニティの希薄化が進んだりす

ることなどが、フードデザートが生じる背景や要因となる。買い物環境の悪化には、買い物先の減少という食料品アクセスの

悪化のような空間的要因がある。家族や地域コミュニティの希薄化には、少子高齢化の進展や単身世帯の増加、都市住民の多

様化なども影響している。 

（さらに、欧米諸国と日本との違いや、大都市中心部や地方都市、農山漁村などの地域別に発生要因がどのように異なるかな

ども述べることができると良い。） 

以上 No.5 No.6

No.4No.3



5

入 試 年 度 令和 8（2026）年度入学試験 
研 究 科 ・ 専 攻 名 理工学研究科 数学専攻【修士課程/博士前期課程・博士後期課程・博士課程】 
試 験 区 分 一般 二次 
試 験 科 目 名 線形代数学 
出 題 の 意 図 研究科の人材養成目的を理解し、志望研究分野の修学に係る能力・技能を身につけているか、

本試験科目を通じて確認する。 
 公開する解答例には、別解がある場合がある。 

(解答例) 

 

 
 

以上 

 
  

入 試 年 度 令和 8（2026）年度入学試験 
研 究 科 ・ 専 攻 名 理工学研究科 数学専攻【修士課程/博士前期課程・博士後期課程・博士課程】 
試 験 区 分 一般 二次 
試 験 科 目 名 代数学 
出 題 の 意 図 研究科の人材養成目的を理解し、志望研究分野の修学に係る能力・技能を身につけているか、

本試験科目を通じて確認する。 
 公開する解答例には、別解がある場合がある。 

(解答例) 

 

 
 

以上 

 
  

入 試 年 度 令和 8（2026）年度入学試験 
研 究 科 ・ 専 攻 名 理工学研究科 数学専攻【修士課程/博士前期課程・博士後期課程・博士課程】 
試 験 区 分 一般 二次 
試 験 科 目 名 微分積分学 
出 題 の 意 図 研究科の人材養成目的を理解し、志望研究分野の修学に係る能力・技能を身につけているか、

本試験科目を通じて確認する。 
 公開する解答例には、別解がある場合がある。 

(解答例) 

 

 
 

以上 

 
  

入 試 年 度 令和 8（2026）年度入学試験 
研 究 科 ・ 専 攻 名 理工学研究科 数学専攻【修士課程/博士前期課程・博士後期課程・博士課程】 
試 験 区 分 一般 二次 
試 験 科 目 名 整数論 
出 題 の 意 図 研究科の人材養成目的を理解し、志望研究分野の修学に係る能力・技能を身につけているか、

本試験科目を通じて確認する。 
 公開する解答例には、別解がある場合がある。 

(解答例) 

 

 

 

以上 

 
  

理工学研究科　修士課程
数学専攻　一般　二次　専門科目
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入 試 年 度 令和 8（2026）年度入学試験 
研 究 科 ・ 専 攻 名 理工学研究科 数学専攻【修士課程/博士前期課程・博士後期課程・博士課程】 
試 験 区 分 一般 二次 
試 験 科 目 名 幾何学 
出 題 の 意 図 研究科の人材養成目的を理解し、志望研究分野の修学に係る能力・技能を身につけているか、

本試験科目を通じて確認する。 
 公開する解答例には、別解がある場合がある。 

(解答例) 

 

 
 

以上 

 
  

入 試 年 度 令和 8（2026）年度入学試験 
研 究 科 ・ 専 攻 名 理工学研究科 数学専攻【修士課程/博士前期課程・博士後期課程・博士課程】 
試 験 区 分 一般 二次 
試 験 科 目 名 関数方程式 
出 題 の 意 図 研究科の人材養成目的を理解し、志望研究分野の修学に係る能力・技能を身につけているか、

本試験科目を通じて確認する。 
 公開する解答例には、別解がある場合がある。 

(解答例) 

 

 
 

以上 

 
  

入 試 年 度 令和 8（2026）年度入学試験 
研 究 科 ・ 専 攻 名 理工学研究科 数学専攻【修士課程/博士前期課程・博士後期課程・博士課程】 
試 験 区 分 一般 二次 
試 験 科 目 名 確率及び統計数学 
出 題 の 意 図 研究科の人材養成目的を理解し、志望研究分野の修学に係る能力・技能を身につけている

か、本試験科目を通じて確認する。 
 公開する解答例には、別解がある場合がある。 

(解答例) 

 

[1] 

 

 

[2] 

 
 

[3] 

 

 

[4] 

 
 

以上 

 
  

入 試 年 度 令和 8（2026）年度入学試験 
研 究 科 ・ 専 攻 名 理工学研究科 数学専攻【修士課程/博士前期課程・博士後期課程・博士課程】 
試 験 区 分 一般 二次 
試 験 科 目 名 複素解析 
出 題 の 意 図 研究科の人材養成目的を理解し、志望研究分野の修学に係る能力・技能を身につけているか、

本試験科目を通じて確認する。 
 公開する解答例には、別解がある場合がある。 

(解答例) 

 

 
 

以上 
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入 試 年 度 令和 8（2026）年度入学試験 
研 究 科 ・ 専 攻 名 理工学研究科 数学専攻【修士課程/博士前期課程・博士後期課程・博士課程】 
試 験 区 分 一般 二次 
試 験 科 目 名 大域解析学 
出 題 の 意 図 研究科の人材養成目的を理解し、志望研究分野の修学に係る能力・技能を身につけているか、

本試験科目を通じて確認する。 
 公開する解答例には、別解がある場合がある。 

(解答例) 

 

 
 

以上 
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入 試 年 度 令和 8（2026）年度入学試験 
研 究 科 ・ 専 攻 名 理工学研究科 数学専攻【修士課程/博士前期課程・博士後期課程・博士課程】 
試 験 区 分 一般 二次 
試 験 科 目 名 英語 
出 題 の 意 図 研究科の人材養成目的を理解し、志望研究分野の修学に係る能力・技能を身につけているか、

本試験科目を通じて確認する。 
(解答例) 

 

数学用語・数学的表現について適切に訳出されていればよい。 
 

以上 

 

数学専攻　一般　二次　英語

数学・建築学専攻以外　一般　二次　
専門科目

No.1 No.2
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No.3 No.1

No.2 No.1



10

No.2

No.1



11

No.2

No.1



12

No.2 No.3

No.4



13

No.2No.1



14

No.1No.2

No.1



15

No.2



16

No.3No.2

No.1



17

No.2No.1

No.2No.1



18

No.2No.1

No.2No.1



19

No.3

No.2No.1



20

No.1



21

No.1

No.2



22

建築学専攻　一般　二次　専門科目

問1

（計画・歴史）

（1）

（2）

（3）

No.2

No.1



23

問題2

（計画・歴史）

問題3

問題4

No.2



24

No.2

No.4No.3

No.1
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建築学専攻　一般　二次　製図
農学研究科　修士課程
農学専攻　一般　二次　英語

No.2No.1

No.1



26

入 試 年 度 令和 8 (2026) 年度入学試験

研 究科・専攻名 農学研究科 農学専攻い多士課程／博士前期課程卜博士後期課程・博士課程】

試 験 区 分 一般 二次

試 験 科 目 名 花き園芸学

出 題 の 意 図 花き園芸に関する専門的、基礎的知識を広く問うとともに、それらを活用した対応例につい

て判断力を問う内容とした。

（解答例） その要点

問1. アメニティ花き

花が快適環境を創造するためにできることを記述する

問2. 花色の青色化について

バラ，キク，カーネーションにはいずれも F3'5'H 遺伝子がない．そのため，他の植物の F3'5'H 遺伝子を単離して，挿入する

過程を記述する．

問3．植物色素について

I a-カロテンやシアニジンなどを記述する． I 
問4.休眠について

休眠のうける器官と温度を感じる器官との違いについて，さらに過酷な環境によってもたらされる休眠について ．

問5. 春化

I FLC と FTについて ． 記述する． I 
問6.クライマクテリック植物の細胞内変化

膜構造の崩壊や細胞内構成液の漏出など，崩壊の過程を記述する．

問7.萎れの要因

I 健全な生育ができない要因について記述する． I 
問8. 接ぎ木の利点

大量増殖はできないが，台木の特性を生かした増殖が可能となる．

問9.キクの電照栽培

短日植物であるキクに明期延長を行うことで，開花時期をずらして出荷調整できること ． l 
問 10. 用語説明

キク

以上

農学専攻　一般　二次　専門科目

No.1

No.2

No.2
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No.1

No.2No.1

No.2



28



29

No.2No.1


